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中郷地区にもサロンを

中郷ではふれあい・いきいきサロン（以下、サロ

ン）をやってなかったんですけどね、北高協議体の

メンバーにはそれぞれの地域でサロンに携わってい

る人も多くいて、サロンの良さを聞いていたんです

よね。ちょうど、サロン活動を通して見守り合いが

できるようにと、北高協議体がボッチャ大会や作品

展を開催していることもあって、中郷でもサロンを

やれないかなと考えていました。そこで、シニアク

ラブである高砂会の仲間に相談しましてね。毎週木

曜日に会員が集まって開催しているグラウンド・ゴ

ルフを、毎月第１木曜日はサロンとして誰でも参加

できるようにしようということになったんです。今

年５月から、サロンの日はシニアクラブ会員でなく

ても来たい人が自由に参加できるようになりました。

グラウンド・ゴルフは、旧東小学校跡地を会場に

使わせてもらっています。２ラウンド回って休憩し

て、後半に、もう２ラウンド。計４ラウンドを朝の

９時から１１時頃までプレーします。けっこうな運

動量でしょう？休憩中にはね、毎回、漬物だったり

煮物だったりの手料理を持ってきてくれる女性がい

て、皆で美味しく頂いています。それから、膝が痛

いだの、腰が痛いだのと身体の調子を言い合ったり、

実は、学生の頃は千葉県の大学に行っていましてね、

そこのOB会に入っているのですが、今は栃木県の支

部長を引き受けているので、毎月、会議のために千

葉の学校まで出かけていくんですよ。それでね、昼

過ぎには大学を出て最寄りの市川駅に向かうのです

が、すんなりと帰れる日はなくてね。どうするかと

いうと、OB会のメンバーでそのまま居酒屋に繰り出

すんですよ。それも、何軒か、はしごをしましてね。

帰りの新幹線はいつも夜になっています（笑）。こ

れもね、現地まで行けなければオンラインでも参加

できるんですけど、それでもやっぱり、私は皆と顔

を合わせて話したいと思ってしまうんですよね。電

車と新幹線を乗り継いで、広い東京駅の構内をひた

すら歩いて、仲間に会いに行っています。

‐プロフィール‐

齋藤 勉（さいとう つとむ）さん。
1948年生まれ。趣味は旅行。高齢化に向かう地域で、
なるべく住みやすい環境を考えていきたい。

仲間に会う

仲間と会話する

それが元気の源

中郷地区にお住いの齋藤勉さんは、地域づくり

をする住民グループ「北高くらし支え合い協議体

（以下、北高協議体）」のメンバーでもあります。

そんな齋藤さんは、仲間とのコミュニケーション

を大切にしています。

仲間に会いに行く

野菜の出来はどうだ、田んぼの様子はどうだと情報

交換をしたり、ひとしきり、おしゃべりをするんで

すよ（笑）。普段の生活の中では、面と向かって話

をする機会が中々ないけれど、皆で集まれば楽しく

会話ができるんですよね。それが元気の源です。家

にこもるのでなく、外に出て身体を動かすことの大

切さを、身をもって感じています。
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社会福祉協議会は“すべての人が住み慣れた場所で、
自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることがで
きる地域”の実現を目指しています。この情報紙では
地域で輝いている人を紹介していきます。身近に“輝
く人”をご存じの方は、ぜひご連絡ください。

☞

高根沢町には、高齢になっても住み慣れた地域で

安心して自分らしく暮らしていくために、自分たち

の手で地域づくりをする住民グループがあります。

そのうちの1つが、北高根沢中学校区の住民が集ま

る「北高くらし支え合い協議体（以下、北高協議

体）」です。

北高協議体の今の目標は、自然に見守り合いがで

きる地域になること。“見守りがある状態”とは、自

分が元気で過ごせていることを、他の誰かが知って

いるということです。もし、病気や事故で助けが必

要になったとき、普段お付き合いしている友人やご

近所さん達がいれば、異変に気付いてもらいやすく

なるのです。同じ地域に住む人達で、お互いに気に

かけ合う“見守り合い”ができると良いですよね。

地域の仕掛け人NE
WS

さて、農業が盛んで、田畑が広がる北高根沢中学

校区では、“お隣さん”であっても家と家の距離が離

れていることが珍しくありません。「ご近所のあの

人は元気にしているかな？」と気にかけたとき、そ

の人と顔を合わせるためには家まで訪ねていく必要

があります。もちろん、常々お茶を飲み合うような

仲ならば素晴らしいことなのですが、すべての人が

そうとはいきませんよね。

そこで、北高協議体が注目したのは、公民館など

で開催されている「地域の居場所“ふれあい・いきい

きサロン”（以下、サロン）」です。サロンでは、ご

近所さんたちが誰でも気軽に集まって、おしゃべり

やレクリエーションをしながら楽しく過ごしていま

す。このサロンの場なら、お互いに元気な姿を確か

め合ったり、お休みの人を気にかけたりと、見守り

合いをするのにぴったりです。たくさんの人が地域

のサロンに参加し、また、ずっと続けていきたいと

思ってもらえるように、北高協議体ではサロンを盛

り上げるためのイベントを今後も企画しています。

▲ 6月はサロン対抗ボッチャ大会。審判や試合
進行など、協議体メンバーが大会を運営します。

▼ 10月は作品展。サロンの皆で制作したものや、
サロン参加者の趣味の作品をお披露目します。
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